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「漁村部落の 文化 と教育」

　　　　　　　　　　　　　　　　　 大阪大学大学院　西田芳正

　 「地域社会と教育」 に関する 研究は教育社

会学の なかで も も っ とも活発に行なわれて い

る もの の
一

っ であ り、戦後の各時期に課題 と

対象を変化させ っ っ 調査 ・ 研究がなされて き

た e その 間、方法論に関する議論も多数なさ

れ て きたが、戦後の 早 い 段 階で比較的多 く見

られ た地域社会 と教育に関するケ ー
ス

・
ス タ

ディ は、近年はほ とん ど見 られ な くな っ て い

る 。 特に 、 欧米の 研究と比較する とき、人類

学的な 参与観察法 を用 い た教育研究 は皆無に

等 しい 状況と言え よう。子供たちは地域社会

とそ こ に位置する学校の 中で どの ように生活

し、成長 して い くの か。長期の 参与観察 をも っ

て は じめ て解明 しうる面が少 な くない と思 わ

れ る 。

韆 問題の所在

　急激な産業化 ・ 都市化 （過疎化）に伴っ て

地域社会の 破壊が進み 、地域の 人間形成力が

失われ っ っ あ る 。同時 に、受験競争の 激化に

よ り学校教育の 持っ 教育力が低下 して い る 。

今 日の 「地域社会と教育」 研究は 、 こ うした

「教育の 荒廃」 状況 を乗 り越える方策 として、

地域の 人 間形成力 を回復 し、学校教育 を地域

に 開かれた もの とする こ とを提起 して い る 。

こ れ らの 議論に おい て は、地域 と学校の 「シ

ス テ ム 化」　 「分 業 化」 が 目指 され る の だが、

そ こに は 「地域の形成力 1 と 「学校の教育力」

が相互 に矛盾な く結合 しうる こ とが前提とさ

れて い る と言えよう。 しか し、両者を無矛盾

な もの と して 捉えて よ い で あ ろうか。近代公

教育は地域 に土着 の 文化 を抑圧 する形 で成立

・浸透 した こ とが指摘 されて い る 。 また、今

日の 低学力や 「荒れ」 の聞 題 も、地域破壊や

受験競争の 帰結 と言える と同時に、　「学校の

教育力」 とは異質な ス タイル の 人間形成 が地

域で な されて い る こ と、両者の 矛盾 の現われ

ど見る こ とがで きる側面もあ るの で は な い だ

ろ うか p 地域に受 け継がれて きた人 間形成の

ス タイル と学校教育がどの ように 関係 し、両

者の ダイ ナ ミズ ム の 中で 子供 たちが どの よ う

に 成長 して い くのか を地域の 文脈の 中で明 ら

か に して い くこ とが、　 「地 域社会 と教育」 に

おける重要な課題の
一

つ で あ る。

覊調査の 概要

　今回の 調査は、高知県の海岸部に位置サる

小漁村 に 8 ヶ 月 にわ た っ て滞在する こ とで な

され た。対象 とな っ た地域は、漁業 を主産業

とす る被差別 部落 で あ る 。低学力 ・高校進 学

の 低さ ・生徒の 「問題行動 な ど深刻な教育

上の 問題 を抱えた地域で あ り、同時 に 、 被差

別 とい う事情 に よ っ て地域の 伝統的文化 が明

確 に 残存 し、子供た ちに受け継 がれ て い る と

い う特徴をも っ て い る 。 この 地域文化が低学

力等の 問題と どの よ うに関係 して い る の か を

解明する こ とが調査の 主要 な課題で ある e 調

査は87年 5月か ら 1年の 予定で あ っ たが、調

査対象である 中学生の一部 との 関係がなか な

か うまく行かず、 断続的な もの とな っ た 。 そ

の ため 、今春 中学 を卒業 した子供た ちの
一

部

および幾入か の親 とよ うや くラボ ー
ル が とれ

たとい う、参与観察として は第
一
段階に と ど

ま っ て お り、現在も継続的に訪問 し調査 を続

けて い る 。

　以下 、 調査地の 概要 を記 し、詳細 は発表 時

に 報告す る 。

遷調査地の プロ フ ィ
ー

ル
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　高知 県海洋 町平野 （仮名） 、 人口 約2500人 b

そ の うち、対象 とした地域は南町 （仮名） と

呼ばれ る被差別地 区で あ り、約1000人 が海岸

部の狭い 地域に集住 して い る。

◎就業構造　　（昭和 56 年、文化会館調べ ）

メ

呂

0 0
漁業 36 124
建設 業 12 3
製造業 1 2
商業 8 o
運輸 通信業 13 5
サ ー ビ ス 業 6 3
会社 員 0 58
衛 生 2 1
農業 0 0
日雇 い 39
失 対 13
公

マ

16
342

平野の 主産業 である林業 ・農業か ら地区住民

が排除され、逆に漁業は地区住民のみ が従事

して い る。 また 、 ダ ン プ ・
トラ ッ ク運 転手や

日雇 い ・失対 に 従事する 者も多 く、第 1次 ・

2 次産業従事者は南町全体の 87％ を占め る。

◎教育達成

O 学力状況

地 区内外の 生徒の 成績差 は明確で あ り、学年

が上 が る に したが っ て地 区生徒の 学力の 落ち

込み がはげ しくな る 。 この 傾向 は中学 には い っ

て さ らに明確化 し 、 地区生徒の 中には ま っ た

く勉強 を捨 て しま うもの も い く人 か でて くる 。

O 高校進学状況

たが、 6 〜 8割 で推移 し、地 区外 との 差 は い

ぜん として 残 っ て い る 。 進学先 も底辺高校に

集中する傾向にあ り、 中退す る率 も高 い 。 今

春進学 した もの の うち既に 3 名が中途退学 ・

休 学 して お リ、彼 らは 中卒の もの と同 じく大

阪と平野 を行き来 しっ つ 職 を転 々 とする半失

業状態 を続 ける こ とに なる。

◎男 らしさの 文化

上記 の よ うに 、 地区の 学校教育は深刻な問題

を抱えて い るの だが、そ の 背景 と して 地域の

伝統 的な 文化が大きな意味を持 っ て い る。 肉

体労働従事者が多 い ため 、男 らしさ を強調す

る 文化が優勢で あ る。ある漁師の 言 葉 を引い

て お く。　 「オ マ エ ラは頭はええんや ろ うけん

ど ワ シ ラ は身体で 覚える。頭で 考え と っ た

ら遅 い ん よ 。 沖に 出 と っ て 「キ ミキミ風 が出

てきま したね、 どうしまし ょ う」 じゃ あ舟が

転覆して しまう。
「コ ラ ッ 、何 々せ ん か っ ！」

い う悪 い 言葉に な っ て し まうん は 当然や な．」

「男は右の 肩で は もの を持 たん の よ。左 で軽

う持 て る とこ を見せ ん とい かん 。 こ こ の 男 は

意地 と見栄で 生 きとる ん よ。1こ の 言葉 に明確

に見い だせ る 「男 ら しさの 文化 t は、地域 の

産業構造 に基盤 を持 ち、 さらに差別 に よ っ て

地 区外 との接触が限 られ る とい う事情か ら子

供たち に明確 な形 で 伝達 され て い る 。 こ の地

域文化が学校 からの はた らきか けと軋轢 を生

じさせ て い る 点 に 、 先に 記 した地区の教育が

抱える聞題の 源泉を見 い だせ る と考 え られ る。

咼　　　子
黜

地 区 地 メ 外
41 11 　 0

42 12

51 86 92 ％
52 72 63

61 60 100
62 93 100

昭和 40年代 に 地域改善対策事業が進め られ る

こ とで地 区生徒の 高校進学は飛躍的に増加 し
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